
地域計画概要について
令和６年度 鉾田市



１

地域計画とは？

農業の今後の課題
▶人口減少及び担い手の高齢化による担い手の減少
▶担い手の減少に伴う耕作放棄地の拡大
▶耕作放棄地の拡大等に伴う食糧自給率の低下 等

農業の課題の解決策
▶農業の課題について地図等を用いて話し合いを行い、将来
の地域農業を誰が担っていくのか地域ごとの計画・目標を考
える
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地域計画の目的

「地域計画」策定の趣旨・目的
●将来、地域の農地を誰が利用し、守っていくのか
●地域農業をどのように維持・発展させていくのか

地域の課題について話し合い、将来の農地利用の姿を明確化する

地域計画
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これまでの地域での取り組み

人と農地における農業の課題

人・農地プランとして公表
【鉾田市では令和５年に33地区で更新】

▶法改正により、人・農地プランが地域計画として変更された
▶既に策定されている人・農地プラン等に基づいて話し合いを行う

課題解決のための地域ごとの話し合い
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人・農地プランから地域計画へ

内容：地域農業の将来の在り方を公表

地図：地域での話し合いに活用

対象：中心経営体（認定農業者、認定新規就農
者等）

内容：地域農業の将来の在り方+目標地図を公
表

地図：担い手ごとに将来の農地利用を地図に示
し、公表する

対象：農業を担うもの（中心経営体、地域で農
業を営む方など）

人・農地プラン 地域計画

地域農業の方針及び担い手を目標地図
を含め公表

地域農業の方針を公表
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目標地図のイメージ

農業委員会で実施した意向調
査や人・農地プラン等を参考
に作成した地図に基づき話し
合いを行います。

地域の農地利用の目標を定めて
いきます。なお、現時点で必ず
集約・集積を進めるということ
ではなく、将来の農地利用につ
いて話し合いを重ねていきます。

担い手A 担い手E
担い手B 担い手F
担い手C 担い手G
担い手D

担い手A
担い手B
担い手C
担い手D
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地域計画の策定までの流れ



地域計画の記載内容について①
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地域計画の記載内容について②
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地域計画の記載内容について③
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地域計画の記載内容について④
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地域計画の今後について①
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地域計画の策定には、継続した取組が必要です。

地域計画は策定して終了ではありません。今後も継続して話し合いを実施し、目

標地図の見直しを行っていく必要があります。今後の地域計画の開催方法は、対面

形式はもちろん書面やHP等による開催方法が考えられます。

地域計画は今後国の補助事業と連携し、目標地図に位置付けられた者等が補助事

業を活用できます。

令和６年度に国から補助事業の連携が示されているのは別紙の４3事業です。

地域計画は今後国の補助事業と連携していきます。



地域計画の今後について②
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地域計画内の土地において、利用に制限がかかります。

・地域計画区域内の土地において、「農用地区域からの除外（農
振除外）」や「農地転用」を行う場合、あらかじめ地域計画区域
から除外する必要があります。

・地域計画内の土地を農地転用等する予定がある方についてはな
るべく地域計画策定前までにご相談をお願いいたします。



【参考】地域計画連携補助事業①
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【参考】地域計画連携補助事業②
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【参考】地域計画連携補助事業③
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【参考】地域計画連携補助事業④
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